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『日韓通話捷径』における仮名音註について
陳南津‘
Kana Transcription of Korean Language in "Nikkan Tsuwa Shokei" 
JIN Namtaek 
要旨
本稿では開化期の韓国語学習書である『日韓通話捷径J (1903)におけるハングルと仮名表記か
ら、当時の韓国語の音声・音韻論的特徴を概観する。 r日韓通話捷径』はソウlレ方言を反映し
ており、韓国の開化期の教科書や新聞のような文語中心の文献にはあまり現われない当時のソ
ウル方言の文語の特徴をよく示している。本書の仮名音注は音声転写の性格が強仁 20世紀初
めの韓国語の音韻論的特徴をよく表しており、本稿では、本書の仮名音注を通して当時の韓国
語母音の音声的な特徴を概観する。なお、本書の語棄は現代韓国語の形成過程を明らかにする
のに役立つと考えられる。今後、明治期と日本植民地期の他の文献を総合的に考察することで
現代韓国語の形成過程をより明らかにできると期待きれる。
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1.はじめに
本稿では1903年に京城(現在のソウル)で刊行された『日韓通話捷径~ (明治36年)1)に現れ
る韓国語文とその仮名音注を分析し、 20世紀始めにおける韓国語の母音の音声・音韻の特徴を
概観する。
これまで開化期の韓国語に関する研究には韓国で開化期に編纂された教科書やハングル聖
書、新聞などが主に利用されてきたが、明治期に刊行された日本人のための韓国語学習書も開
化期の韓国語の研究に寄与できると考えられる。
明治期の主な韓国語学習書としては 『交隣須知~ (明治14年本、明治16年本、明治16年刊宝
迫本)、 『校訂交隣須知~ (1904)、 『韓語入門~ (1880)、 「日韓通話~ (1893)、 『韓語通』
(1909)などがあるが、 『日韓通話捷径』はハングル綴りにとらわれずに当時の韓国語の発音を
仮名で記録しているという点で韓国語の音韻史において価値を持つ。
2. r日韓通話捷径』について
本書は1903年(明治36年)5月に京城で刊行された韓国語学習書で、印刷所は「東京築地活版製
作所」である。木喜の著者である田村謙吉は当時の韓国京城日本領事附属警察署2)に勤めてい
*岡山大学言語教育センター
1)本稿では日;本国立国会図書館の所戴本を分析した。
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「緒言J、「序j 、著者による
た人物である。
2.1.本書の構成
本書は、国分象太郎3)の校閲したもので、三増久米吉による
「日韓通話捷径目次Jと次の32項固 (162頁)で構成されている。
官位乃官職 官衡
銃掻 戸口調査
風俗 巡回中
拘留乃差人 構内
勤務 検証
遊戯 人道里程
日帯月穏年帯通貨算書定者車通貨精鋭種別)
樟園諺文 五十音 議文餌字
行幸 現兵式 出火場
現察 街路 衛生
変死者 挙動不審 犯人交付
応接 立会裁判 夜会
被告逮捕 仮予審 衣食
量生算稿競〈基数時務星構斗量帯衡帯斤帯
高姓舎譜
本文の基本構成は次の〈図ー1>で見られるように韓国語の文をハングルで書いて、その発音を
右に片恒名で併記し、韓国語の文に対応する日本語を左に記している。
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〈図ー1>
2)領事の三地久米吉による本書の『序」には「著者多年嘗館附属轡鎖署ニ奉鴫シ」と書いてあり、著者による「緒言'JIと
も「韓園東城目:本領事館ニ於テ」と記されている.以下は、領事の三士宮久米吉による『序』の内容である.
</骨
締酒在留本邦人ノ年均増加スルニ伴ヒ目.. 人聞係ノ警察事務モ亦多端トナリ随テ営局者ガ樟陪ニ通スルノ必墨溢.It大ナ
ルニ至レリ然ルニ其ノ職務ム必要ノj韓語ヲ畢プペキ舎話番未ダ世ニ出デズ其職=唐lV-i普常ニ以テ遺憾ト矯ス著者多年省館
附属警察署ニ奉職ーン苅潜ニ見Jレ所アリ乃チ公務ノ絵照一ー般警察事務ニユ開スル周陪ヲ蒐集・ン向ホ普通賠ヲモ交へテ之ヲ公エ
シ以テ蛍路者エJfスル所アラントス余大エ英志エ感Z弔テ数首ヲ陳ネ以テ序ト錆ス
明治三十六年二月
在樟圃京城
領事三靖久米吉
3)国分象太郎は明治期に活隠した通事で、国分国夫によって刊行された『日臨置話'J(1893)の校正も担当しt
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2.2.本書の製作について
本書の製作について著者は「緒言」で次のように述べている。次の文章は著者の田村謙吉の
「緒言」の全文である。
〈諸彦〉
日韓通話ノ著書世ニ行ハル、久シ然レドモ行政警察其他特種ノ官命ヲ帯ヒ遠ク斯邦ニ来リ未ダ韓国ニ通暁セザ
ル諸氏ノ便盆ニ資スベキモノニ杢リテハ復タ絶テ之レアルナシ著者夙ニままニ見アリ珊カ這般ノ歓喜古ヲ補遺セン
ト欲シ公務ノ徐暖自ラ研償スル所ヲ鍛シ寛ニ此篇ヲナセリ是ヲ以テ困ョリ完全ナリトナスニアラズ要ハ此等切
寅ナル望求ヲ充サシテ慾スルニアルノミ
本書ハ看者ノ便ヲ計リ巻首ニ目次ヲ掲ゲ文日本語ヲ主位ェ置キ之二種評ヲ附スルノ順序ヲ取リ緯園ノ用語ハ現
ニ京城ニ行ル、所ノモノヲ採揮シ専ヲ毅音ノ晦渋ヲ避ケ筒短明噺ヲ主トシ各地ノ方言ノ如キハ之レヲ省キ特ニ
必須ノ僅言ヲ混用シテーニ貧用ニ重キヲ置キタリ
諺文ノ左傍ニ(ー)ヲ付シタハ単濁名詞若クハ熟語ニシテ傍諒1ノ右傍ニ(.)ヲ附シタルハー句調ヲ示シタル
モノナリ
何レノ邦園ヲ問ハズ言語ナルモノハ其園固有ノ設音アリ筆端ヲ以テ議メ律スベキモノニアラズ之ヲ以テ諺文ノ
如キモ彊テ傍訓ヲ訂サント慾セパ却テ自然ノ裂音ヲ現ハシ得ザルノ恐レアリ故ニ諺文ニ依ラズ傍訓ヲ施シタル
ノ箇所亦タ甚タ砂ヵラズ此等ノ取捨及本書ノ依黙ニ至リテハ他日大方議賢ノ高教ヲ挨テ是正スル所アラントス
讃者諒意
明治三十四年七月
韓園京抗日本領事館ニ於テ
著者識
以上、 「緒言」の内容をまとめると次のようになる。
1)本書は行政警察4)または官命で韓国に派遣された人のために編纂された。
2)本書の用語は現に京城(現在のソウノレ)のものを採択し、各地の方言は省き、必須の僅言
を混用して実用に重きを置く。
3) ハングルの左に(一)を付けて単独名調もしくは熟語にし、仮名音注に(、)を附してー
句調であることを示す。
4) 自然な発音を現わすためにハングルに依らず仮名音注を施した箇所も少なくない。
2.3.本書に反映されている韓国語について
著者の緒言で京城語を収録すると明記されているように、本書に反映されている韓国語は全
般的に当時の京城語(ソウル方言)の特徴をもっているといえる。
1) 主題格助詞「岳/~J と目的格助詞「告/曇」が使われているが、 r~ Jの仮名音注は「ヌ
ン」であり、実際は現代韓国語と同様である。
2) r雪(斗)Jの活用形の仮名膏注は概ね「ホ」であり、当時ソウル方言の「守斗」は「司
ヰ」のように発晋されたと考えられる 5)。特に r~ o']:Jは「へ」と記されており、実際は
「司」の活用形が多く使われたことが分かる。
4)本書の「序Jにもあるように一般警察事務に闘する用語と普通語を収録している。
5)金完鎮(1978:90--97) は、多くはないがソウル方言にも「司/罵〉司、包吉一〉包宅一」のように「・ >~J の変化がみ
られることを指摘し、 「雪斗〉許斗/司ヰ」のように三種類の対応形をもっ例において「をヰ.吾ヰ」は公式的な表現
に使われ、 「電1ヰ.召ヰIは非公式的な表現で使われると説明している。 20世紀初め出生のソウル母語話者を調査した
令誓:;4J(2∞1:141-142)においてもソウル方言では閣内が一般に使われていたことが分かる。また、明治16年本『交
隣須知J(1883)、 『日韓英三国対話.~ (1892)においても主に「司ヰIが使われている。
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3. r日韓遁話捷径』における音注について
本書の韓国語文章(ハングル)には片仮名で音注が施されているが、音節境界で起る音韻現
象6)もかなり充実に音注に反映され、全般的には音声転写の性格が強いといえる。著者が自然
な発音を現わすためにハングノレに依らず仮名音注を施したことで、音韻変化を示す貴重な資料
になっている。
3.1.母音の音注墨田
本節では韓国語の母音における仮名音注表記を考察する。次の表は「韓園諺文」と「瓦十
音」に現われる音注をまとめたものである。
く韓園諺文〉
寸 L t二 壬主 ロ H 人 チミ、 。o 司 E 工E エR
ト カ ナ タ フ マ r~ サ チヤ ア ノ、 カツ タツ r~ツ チヤツ開口音 キヤ ニヤ チヤ リヤ ミヤ ピヤ サア チヤア ヤ ヒヤ キヤー チヤー ピヤー チヤー
f コー ノー ロー モー ポ- ソ・ チヨー オー ホー コツ トツ ポツ チヨツ咽喉音 4 キヨー ニヨー チヨー リヨー ミヨー ピヨー ソオー チョウ ヨー ヒヨー キヨー チヨー ピヨー チヨー
..L コ ノ ロ モ ポ ソオ チヨオ オ ホ 激 コツ トツ ポツ チヨツ
舌音
.lL キヨ ニヨ チヨ リヨ ミヨ ピヨ ソ チヨ ヨ ヒヨ 音 キヨ チヨ ピヨ チヨ
唇音 T 
クウ ヌウ ツ.ウ ルウ ムウ プウ スウ ツウ ウ フウ クツ ツ.ツ プツ ツツ
1f キユ ニユ チウ リユ ミユウ ピユウ スユウ チユウ ;z. ヒユウ キユウ チユウ ピユウ チユウ
ク ヌ ッ- ル ム プ ス 、7 ウ ブ クツ ッ・ツ プツ ツツ
牙音 キ ー チ 、 ピ y チ イ ヒ キツ チツ ピツ チツ. カ ナ タ プ マ ノ、f サ チヤ ア ノ、 カツ タツ パツ チヤツ
〈五十音〉
ア イ ウ ヨニ オ
Of c:? 01 空♀ 目|例| 旦例
カ キ ク ケ コ
コf-:? コl コ干 JH 1 i!Jl 
激音 カ キ ク ケ コ
ヲト ニヲ ヲl ヨ字 ヨH守| 呈到
サ ン' ス セ ソ
人}イト 人| 全今 AI ~I -人.L 
タ チ ツ T 卜
Eト写 XI 主手 叩空| 豆
激音 タ テ ツ ア 卜
日事 日 豆阜 印写| 豆
ナ 一 ヌ ネ ノ
しト lて しl 主主主F LIモ| 主E 凶
J¥ ヒ フ F、 ホ
る}電雪 るl 草 訓守| 旦司
マ 、 1>. メ モ
ロト守 日l Eーーコ Eー「ヨ 日目匂| 旦聞
ヤ イ ニL コニ ヨ
ot 01 手 明|例| 2 倒
ヲ 1) lレ レ 口
己ト号 己l 呈早 甜号| 呈剖
ワ 井 ウ ヨ二 ヲ
2f♀十 ♀|到 豆♀ 明| 与司
6) 例えば r~oJlJ は 「チペI と音注され、 「ス1叫]Jのように音韻規則が適用された発音を表している。
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この音注表に現われる音注の特徴をまとめると、次のようになる。
1) r・」はいずれもア段で音注されている。
2)エ段は主に「・1H Jで音注されている。
3.2. r・」の虫記
本書において「・」と表記されているハングルに対応する仮名音注は語頭では概ね「ア段J
で音注されており、助詞は「ウ段」で、語尾は「ア段・ウ段」の両方が現れる。また、ハング
ノレ表記に「・/ト」の両形が見られる語葉と、仮名音注に「ア段・ウ段」の両形が見られる語葉
も散見される。以下、 o内の数字は頁数を示す。
(50)マ守カチャン (64)ヌ利カツチ (2別々スlカヂ (109)々言。1.5!.カタクキー オ
(90)道会ナルン (97)~告ナムル (55 )文ナツ (123)芸タク (123)冨営タルカル
(120)昌斗主パルカオ (23)富司λ1.5!.サルビー シヨ /(51)詣司叫サルピヨヤ (127)ぞ菩サウム
(33)堂サル (21)守雪1アヒ (54)音音五チヤムチヤムコ (88)雪三三チヤグロ (22)昔チヤム、
(57)支企タツソ (59)モペ£タシオ (90)守豆ハロ (72)主唱ハンボン (76)喜平豆ハンプロ
(96)雪ザ ハンサン
(27)λト言サラム/(22)そ菅サラム
(25/31/65) ~斗ハナ /(63) 卦斗!L? ハナオ
(88)茎王子ホンヂヤ /(64/106)喜ストホンヂヤ
(146)吋孟ヨトル (68)平合ムスン (152)且言ポルム
(69/73/85)企道会オヌルン /(65).5!.這オナル
(69/104)昔合01.5!.マルスミオ /(82/85)宮古マルサム
r~ (ヰ)Jの活用形の仮名晋注は一部を除いて「ホ」であり、当時ソウル方言の「雪ヰ」は
「司ヰ」のように発音されたことを示している。 また r~oFJの活用形は概ね「へ」と記され
ており、 「司」の形が多く使われたことが示している。
(18)きλ，1s可ヰホシムネタ (20)守λn主司J主ホシナンデーヨ
(28)富司ヰホムネンダ (31)主唱豆ホニルト (48)~~ホヌン (52) 司唱茎ツヨニヨムホル
(24)分179FT咋?サン、ハヤツナニヤ/(25)せ守安企サン、へツソ
(50)唄ス1守otオツチハヤ/(72) 唄ズ~ ~ot オツチエイ
(28) ~ot へエー (109) 雪斗斗へーソ (30) 豆守安全?コ一、ヘツソ
(45)守勢ヰへツネエ (67)~'3!=モヰ?へツヌニヤ (56) ~習を安企チヨン、へツソ
(58/66) ~ot斗へーラ
(58) 華美~'3!=合寸ヰチヤルモツテツスムネタ (61) 調~喫合寸斗チュイ、ホヨツスムネダ
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(48) ，Jl呼主コー ヤクハン (46)~吟そヰハ 1) ヤナニヤ
(28)守勢電ペヰサホア、ホプシダ
主体格助詞には「岳/主」が使われているが、 r i: Jは一例を除いて「ヌン」で表記されてい
る。語尾の「と/そ」は「ア段・ウ段」の両方が現れるのが目立つ。
(38)叶司主モ 1)ヌン (56)斗主ナヌン
(56)ユ主クナン
(69)アト羽アト主カヂヨカヌン (70)吾社主ムンソヌン (71)守主ホヌン
(53) ~主主オヌン (99) 豆互主モルヌン
(120) 7トモカヌン細い
(53)叶tzマクナン (53)ヰ斗E タニナン(102)喫オE イツキナン
(104) '3l告主スlイツスルランヂ (20)守λIE司王とホシナンデーヨ (73)吾叶主ッ・ルリナン
(72) 賢主パツナン (56) 羽司ス1~ テリヂナン
(54 )アトそ咋?カヌニヤ (68)吐叫そヰ?アナツヌニヤ
(54 )守唄モヰ?チユオツナニヤ (65)互豆モヰ?モルナニヤ
(111)外そヰ?アヌニヤ /(111)外そヰ?アナニヤ/(34)斗そ企?アナヨ
(43)喫そヰイツナニヤ/(24)喫モヰイツヌニヤ
(23)斗;末、マヰアナツヌニヤ
助調の「主/皇」は本書では使われていないが、以下のように「言/会」は現れ、 「ワ段」で
表記されている。
(53)オ会コスン (48/50)オ主コスル
3.3.ニ重母音の表記
二重母音のうち、 「斗/寸」の仮名音注は単母音化を表す例が散見される。また、 r 1/・1H 
は単母音として音注され、 20世紀初めの韓国語の母音体系を表している。
3.3.1. r引/司IMI・lJ
本書で r11/~1/H/ ・ 1Jは区別されず、いずれもエ段で晋注されており、本書の「五十晋」で
は頭子音を持っているエ段の仮名をハングルの「・1H Jで、 「エ」だけは rofl引」で表記し
ている。これらの音注は韓国語で ril /刊/・1Jの単母音化が既に完成されていたことを示す。
(15)叫電(大闘)テークオル (21) 7ト岳叫豆カオンデーロ
(16)合寸(巴内)ウムネー (21)ユ守1.2- クーエーヨ (29)屯唱。1センオピー
(30)モl1!_ヌ企ネー ポネツソ (31)司型ネーイル (33)廿ぎ1アツベー (33)哩lベエー
(36)ぞ1司セビヨク (41)刈1ヨ!と主セー ケツソ
(31)丘令。lヨセー (21) ~雪1 アヒ
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(33)剥l豆テーロ (42)令叫曇スレールル (51)l-iノエー (5 )叫オ1ネエケー
3.3.2. r斗J r寸J r斗」
本書の仮名音注をみると、 「斗Jの場合は「崎/司j は二重母音で現れ、 r~J 以外の頭子音
の場合は単母音化したと考えられる仮名音注が現れる。これは「斗」の単母音化の過程を表し
ていると解される。
(10) SllJL司~(外部大臣)オイプテーシン (50) 判寺会オイククン(凹4) 旦豆判ヰ モル才イダ
(96/108)雪SI斗ホオイダ(109)71S1キオイ
(39) .?:lミEO}~]叫l オイン、ヌナレーエー (59) .?:l喧0]..2..?オインピヨニオ
(38)司令主コイスヌン (46)司喫企コイヨツソ (52)司吾包コイチリン cf)(157)主碧ハンケミー
(48)到ヌトホイガ (72)丞剥チョへイ
(106)営判司斗 アルレーリヨラ (110)量判吋斗アルレーヨラ
(102)司..2..チヨエー ヨ (86)司也01チエーイニー (71)司也017101チヨエイニキエー
(79)司アト..2..チヨエー カオ (93/111) 昔舎~吾チヤムルセールル (49) ~.Jl71曇セーコギルル
(32)司..2..?テーオ (42)司£テオ(106)畏畢モツテン
(52)瑚ぺ企ペーシヨ (108)司吋斗ペエ、ヨラ (97)司安企ベエヤツソ
「寸」は一部を除いて二重母音で現れ、 「靖」の場合は単母音化したと考えられる仮名音注
が見られる。これは「寸」が「斗」より単母音化が遅かったことを表していると解される。
(13)羊判(副尉)プウイ (19)判司き企ウイテーホオ (104)判丞主ウイチヨ
(38)ヰロト司アトサマクイガ (72)司号クイクク、
(61)司守喫合寸ヰチユイホヨツスムネダ (90)~￥lヰスイムネダ
(79)鴇ヅイ (84)哨ヌイ (111)司ァトヅイガ
(19)司豆ヅイロ (92)司岳会ヅイムヌル
(42)司号。lテツカニー (76)朝司士会テツカヌン (51)割守会ツ。ツカヌル
(58)司肴テーチヨー (126)哨斗テーラ
「斗」の仮名音注は揺れが多く 、現代韓国語の様子を多く示している。助詞の「司」は
「エ」で表記され、頭子音を持っている場合は単母音化を示す例が散見される。
(10) SI~ (議政)ウイチヨン (65)判喧SIオlウイヲネーケ (93) Sllo]ウイシミー
(100/109) }; SIナメ (111)岩崎ノメー (111)吋司チョーエー (40)恒也判河lインミネケー
(23/27/42)叶司オデー (94) t>1司ヰ?オデニヤ (361103) t>1司ペオデソ
(94)富司ヰホプテタ (40)司曇テール (102)t>1斗羽オネーテー (126)ユ司クネー
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(30)唱ヰヰテムネダ (45)守勢斗へツネエ (52)呪舎斗ヰイツスムネタ
(78) 瑚告と4ヰベエオプネタ (81) 斗受合現7t? ナワツスムニツカモ~7干と埼吾叫lせ会主唱
(117)司企シオ (127)~きシコル(103) 局詞ソーヒ (23) 司苛え1 外支 1マヰヒーパンチ
(63)斗斗詞9...? サネエーヨ (63)斗詞9...アヒー オ
(108)斗OlAlクイイヂ (123)旦斗モクイ (19)対斗主コクイナン(125)守斗玉チヤンクイト
(48)斗在。lキウニ (72)司令企キスオ
(73)付斗ヨクイ /(38)付斗ヨギ
4.終わりに
本稿では開化期の韓国語学習書である『日韓通話捷径~ (1903)におけるハングルと仮名表記
から、当時の韓国語の音声・音韻論的特徴を概観した。~日韓通話捷径』はソウル方言を反映
しており、韓国の開化期の教科書や新聞などの文語中心の文献にはあまり現われない当時のソ
ウル方言の特徴をよく示している。本書の仮名膏注は膏声転写の性格が強く、 20世紀初めの韓
国語の音韻論的特徴をよく表している。本稿では、本書の仮名晋注を通してき当時の韓国語母晋
の音声的な特徴を概観したが、本書は現代韓国語の形成過程を明らかにするのに役立つと考え
られる。今後、明治期の他の韓国語学習書を総合的に考察することで現代韓国語の形成過程を
より明らかにできると期待される。
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